
グループ藍野の皆さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
て

50
年
続
く
音
訳
活
動

　

広
報
誌
の
内
容
を
読
み
上
げ
、視
覚
障

害
や
高
齢
な
ど
で
文
字
を
読
む
の
が
難

し
い
人
に
声
で
情
報
を
届
け
る
、「
声
の
広

報
」。市
で
は
1
9
7
4
年
に
そ
の
音
訳
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。約
50
年
、音
訳

活
動
を
担
っ
て
い
る
の
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
グ
ル
ー
プ
藍
野
」で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
藍
野
は
、当
時
図
書
館
が

行
っ
て
い
た
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

の
受
講
生
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。今
は
音

訳
講
習
会
を
経
た
43
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

対
面
朗
読
、録
音
図
書
の
制
作
を
行
っ
て

お
り
、定
期
的
に
音
訳
に
ま
つ
わ
る
講
習

を
受
け
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
励
ん
で
い

ま
す
。

　

広
報
誌
の
音
訳
は
1
冊
を
7
、8
人
で

担
当
し
ま
す
。月
の
後
半
は
収
録
や
編

集
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ぎ
っ
し
り
。市
か

ら
原
稿
を
受
け
取
る
と
担
当
を
振
り
分

け
、各
自
で
下
読
み
・
録
音
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、複
数
回
聞
い
て
校
正
し
、音
源

デ
ー
タ
を
つ
な
い
で
1
冊
分（
約
3
0
0

分
程
度
）を
完
成
さ
せ
ま
す
。

声の広報いばらき
（WEB版）はこちら

市職員との原稿受け渡し。読み上げる順番など
を確認します

利用者の方から手紙や
感謝の声をいただくと、
必要とされていることを
実感します。

特集2

～広報いばらき900号記念～

思いをのせて
　 　 で 届ける
広報誌

今号で900号を迎えた、広報いばらき。誰にとって
も分かりやすく、広く情報を届けるという思いをつ
ないできました。また、広報誌の内容を音声で伝え
る「声の広報いばらき」は、市内のボランティア団体
の支えもあり50年以上続けています。
問合先　まち魅力発信課　☎072・620・1602

声
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グループ藍野

川

邊さんに聞きました！

表紙で

プレーバック

音訳の現場を見てみよう

ま
ず
は
原
稿
の

下
読
み
か
ら
。実

際
に
音
読
し
て
、

読
み
方
や
文
意
を

確
認
し
ま
す
。広

報
誌
の
音
訳
で
求

め
ら
れ
る
の
は
、

聞
い
て
分
か
り
や
す
い
読
み
方
で
あ
る
こ
と
。正

し
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
留
意
し
、聞
き
取
り
や
す
い

速
さ
で
読
み
上
げ
ま
す
。句
読
点
な
ど
、間
の
取

り
方
一
つ
で
も
伝
わ
り
方
が
変
わ
る
の
で
、複
数

人
で
音
声
を
聞
き
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

「
伝
え
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
、そ
の

難
し
さ
に
常
に
直
面
し
ま
す
」と
話
す
の
は
、会

長
の
川
邊
さ
ん
。特
に
図
や
表
の
読
み
上
げ
は
一

般
的
な
ル
ー
ル
が
あ
る
も
の
の
、「
今
回
は
こ
の

読
み
方
は
ど
う
？
」と
都
度
話
し
合
い
ま
す
。「
皆

で
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
考
え
る
の
で
、完
成
時
の

達
成
感
も
大
き
い
で
す
」と
、長
年
続
く
音
訳
の

や
り
が
い
を
語
り
ま
す
。

毎月、「声の広報いばらき」と点字版の広報いばら

きを発行しています。点字版や音声CD（貸与）の送

付を希望する場合は、まち魅力発信課にお問い合

わせください。

音声版、点字版をご活用ください！

時代とともに皆さんへの情報提供のあり方を模索してきた結果、

親しみやすいデザインや記事へと変化しています。これからもより

親しまれる広報誌となるように、皆さんとのつながりを大切にしな

がら、日々の暮らしに役立つ情報やまちの魅力、行政からのお知らせ

をお届けしてまいります。

★�中央図書館では、広報誌を１号から紙面版で所蔵、2020(令和２)年
７月号からは電子版でも所蔵しています。

音訳に欠かせないのはアクセ
ント辞典。原稿には読み上げる
時の注意点を記入します

間違えずにすらすら読む＝分かりやすい、とは限り

ません。意味を理解し、伝えようとする人の気持ちや

ぬくもりが伝わるからではないでしょうか。

●人気の音声図書の紹介や、暮ら

しの情報などを発信する音訳雑誌

「藍野マガジン」を自主制作で4カ

月に1回発行しています。

●中央図書館、おにクルぶっく

ぱーく、水尾図書館では対面朗読

を行っています。視覚障害のある

方はもちろん、高齢で文字が読み

づらい人なども利用できます。

藍野マガジンの送付、対面朗読の

希望、問合せは中央図書館まで。

問合先　�☎072・627・4129

※�現在グループ藍野ではメンバー

募集をしていません。

音声CD（デイジー）
と、再生専用の
プレクストーク

AIによる音声読み上げ技術が進化する中で、
人の声が求められる理由は？

Q

１
号（
昭
和
25
年
5
月
）

 

1
0
0
号（
昭
和
34
年
2
月
）

3
0
0
号（
昭
和
50
年
11
月
）

まち魅力発信課 
時井

広広報報誌 900 号誌 900 号
HISTORYHISTORY

広報誌の
創刊号は、

75年前に
発行された
「茨木市報」。

グループ藍野グループ藍野のの
活動活動

▲市HPにも
掲載しています

※�再生機器購入の際に、重度の視覚障害者は日常生活用具の給付として、補助制
度を利用できる場合があります。詳しくは障害福祉課 ☎072・620・1636にお
問い合わせください。
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